



心理学部および心理学研究科では､ ｢生涯発達と生涯学習｣ について､ その理論と実践について概論
の講義をしている｡ また教職課程においては､ 教育実習の事前・事後指導と教育職員免許法施行規則に
おける ｢総合演習｣ に相当する ｢教職演習｣ を担当し､ ｢教師にとって必要な基礎的力量形成｣ を目指









という思いを出発点としている｡ そのようなテーマを､ 暫定的に ｢教師の生涯発達｣ として考察をすす
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要 旨： 本稿は､ ｢教師の生涯発達｣ という観点から､ 成人の学習と教員養成とを同時
に､ 総合的に追求できる研究のあり方について考察したものである｡
はじめに生涯発達に関する近年の研究動向を概観した｡ つぎに生涯発達の質的
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めてゆくことにしたい｡
第１章では､ 生涯発達に関する研究動向を概観する｡ まず近年における発達観の転換を確認したうえ





第３章では､ 前の２つの章での検討をふまえて､ 教師の生涯発達研究を展望する｡ はじめに教師とい
う仕事の特徴を確認したうえで､ 前出の研究方法の適用可能性について検討する｡ そして最後に､ 教師
の生涯発達研究の構想を提示する｡
第１章 生涯発達研究の動向






たとえば､ ピアジェによる知覚の発達段階論では､ 感覚運動知覚期､ 前操作的思考期､ 具体的操作期
というふうに発達の初期が３段階に設定されているのに､ その後はすべて形式的操作期に一括されてし
まう｡ 同様に､ エリクソンによる自我の発達段階論でも､ 乳児期､ 幼児期初期､ 遊戯期､ 学童期､ 青年
期､ 前成人期､ 成人期､ 老年期と８つに区切られたうちのほとんどが成人するまでのものとなっている｡
また､ ハヴィガースト (1997) の発達課題論に示される年齢の区切りも､ 幼児期および早期児童期､ 中






アメリカ合衆国では1970年代の前半のことであるが､ 日本では1980年代の半ばであった｡ しかし､ その
後も割合は増加し続けて2005年には20％を超え､ 2050年頃には日本が世界でもっとも高い高齢者人口の
水準に達すると予測されている｡
人生の中盤や後半には何が起こっているのか｡ 成人以降には､ 人間は発達しないのか｡ このような関
心から実証的な研究が進められ､ 実態が明らかにされていった｡ キャッテルとホーンによる流動的知力
と結晶的知力に関する研究をはじめとして､ 発達を捉え計測するための多様な次元が提示されることと





疑問を呈するならば､ 発達と獲得や成長とを切り離して考える必要が生じるのである｡ つまり､ 発達と
いう言葉の中に､ 獲得や成長というポジティブな要素だけでなく喪失や衰退といったネガティブな要素
をも同時にみてゆかねばならないからである｡ やまだようこ (無藤／やまだ, 1995；小嶋／やまだ,








転換をはかることにつながる｡ したがって､ そもそも ｢生涯｣ をいかにとらえるかという立脚点が異な
れば､ 見えてくるものも違ってくるのである｡ ここでは､ そのことを確認してみたい｡ とりあげるのは､
ライフスパン､ ライフサイクル､ ライフコース､ そして意味の形成という４つの発想である｡
１) ライフスパン
スパン (span) は､ ２つの点の間の長さを示す言葉である｡ ライフスパンという場合には､ ひとり
の人間の誕生から死までの長さ､ すなわち寿命をいう｡ したがって､ この言葉によって対象化されるの
はその期間の物理的な長さのみであり､ それ以上のものはない｡ ただし ｢生涯発達｣ の英訳は“life-
span development”なのである｡
２) ライフサイクル
ライフサイクル (life cycle) は､ 生物学の用語としては生活環と訳され､ ある生物個体の発生から
死までに生じる形態や行動の一般的な変化を円環的に理念化したものである｡ これは､ 種ごとに共通す
る発達のパターンを表現したものといえる｡ 初期の生涯発達理論の多くは､ この視点を前提として構築
されており､ 一般的・標準的な発達の様相を記述しようとする指向が強かった｡ 現在では､ この概念が
敷衍されて無生物にまで適用され､ 工業製品のライフサイクルアセスメントなどは､ 製造から廃棄まで
の一連の変化に注目することで､ 省資源・省エネルギーのヒントとしても活用されている｡
とくに中年期に着目したライフサイクル論としては､ レヴィンソン (Levinson, 1992) を挙げるこ
とができる｡ 40人の中年期男性への面接調査をもとに､ 青年期以降に､ 成人への過渡期 (17～22歳)､









よりは､ 遅速のゆらぎや実現していないことなど､ さまざまな例外を発見するはずである｡ そうした個
人の人生の軌跡を､ 歴史的時間との関連において捉えようとするのが､ ライフコースのまなざしである｡
この概念は､ 社会学者エルダー (2003) によって定着をみた｡ 日本では､ 森岡清美と青井和夫による研
究をその嚆矢とする (森岡／青井, 1991)｡ しかし､ 次章にみるような質的研究の方法論と比べると､
まだ集団的・集合的把握への指向が強いといえる｡
４) 意味の形成
人間の生涯を､ 意味の形成の連続的な過程として捉えようとする論者に､ ブルーナー (1999) と岡本
夏木 (2000) を挙げておきたい｡ 両者はともに､ 生物としてのヒトの発達パターンをふまえ､ ライフコー








1985；Brodersen, 1991；Shutz, 1998)｡ シュッツは現代における質的研究の隆盛を招来させた主要な
研究者のうちの一人である｡ 生前に出版された唯一の著作 『社会的世界の意味構成』 (1932；邦訳
1982) の副題は､ ｢ヴェーバー社会学の現象学的分析｣ である｡ 彼の研究は主観的意味の社会学と呼ば
れることもあるが､ ここから現代社会学の様々な流派が誕生した｡ ｢日常生活の世界｣ や ｢多元的現実｣
への関心は､ ここから始まったといえる｡
日本では､ 1980年代にアンソロジーが刊行され (Schutz, 1980a, 1980b)､ 片桐雅隆 (1982) が考察
を試みているが後が続かなかった｡ 現象学的社会学の流れを汲む諸研究が一つの潮流となるのは､ 廣松
渉 (1991) や西原和久 (1991) によってシュッツの再評価がなされる1990年代以降のことである (たと
えば西原, 1998)｡ 心理学においても意味の復権への動きが見られるのは､ 前章の最後にもふれたとお
りである｡






















或る実践的目的にとっての一手段に位する｡ ここに謂う 『実践的目的』 は広義であって､ 齟齬なく
応対するとか､ 立派な伝記を書くとか､ 社会的営為を学理的に究明するとか､ このたぐいのものを
も含みうる｣ (西原､ 1991：337)
本稿は､ 質的研究のすべてを網羅的に検討することを目的としているわけではない｡ 生涯発達を捉え
るのに有効であると思われる､ ライフヒストリー､ ライフストーリー､ 自分史､ パーソナル・ドキュメ
ントの活用という４つの研究方法に絞って検討することとしたい｡
第１節 ライフヒストリー
ライフヒストリー (life history) 研究は､ 人類学や社会学の領域においていちはやく研究が手がけ
られた｡ 対象とする人物の生涯について､ 聞きとりやその他の方法でデータを収集し､ 生活史として構
成することを基本的なスタイルとしている｡
もはや古典となっているトーマスとズナニエツキの 『生活史の社会学－ヨーロッパとアメリカにおけ
るポーランド農民』 は､ 1918年に刊行されている｡ また､ 文化人類学におけるライフヒストリー研究の
方法を詳細に論じたラングネスとフランクの著作は､ 副題を ｢伝記への人類学的アプローチ｣ としてお
り､ つぎのようにいう｡
｢つまるところ､ 人間にとって､ なにが重要か､ なにが善か､ なにが苦痛か､ なにが必要か､ な
にが公的あるいは宗教的な外力の結果なのか､ といった価値評価をしないで､ 人生の事実を評価す
ることはできないだろう｡ 聞き手自身の個人的な相手を理解する資質－理性と共感－を抜きにした
聞き取りの結果の話などを､ それが､ 自発的な話にせよ､ うながされたにせよ､ だれが聞きたいと
おもうだろうか｡ (中略) 最良のライフヒストリーの研究でなされる共同作業は､ それを 『交渉』
『出会い』 『相互行為』 あるいは 『交換』 とよぼうと､ インフォーマント､ 調査者､ そして読者にとっ
て変革的な経験でありうるだろう｣ (Langness and Frank, 1993：8-9)
文化人類学ではフィールドワークの記録としてエスノグラフィー (民族誌) を作成するが､ ここでは
話者に対する研究者の影響を､ 積極的に位置づけていることがわかる｡ ラングネスらは ｢共同制作的行




なされている｡ 『口述の生活史』 (1977) によって日本におけるライフヒストリーの社会学を立ち上げた
中野卓らも､ 話者によって語られた人生と研究者によって構成された話者の人生との隔たりについて反





ば､ 65歳で大学生になるとか､ 15歳のときに成人の殺人者として裁判にかかるとか､ 30歳も年齢差
のある人と結婚するとかというような経験は､ 抽象的なレベルで意味ある検討をすることはできな
い｣ (Langness and Frank, 1993：110)




story) を標榜する研究が多くみられるようになっている｡ 聞きとり等をつうじて､ ある人物の生涯を
捉えようとする姿勢はライフヒストリー研究と共有しながらも､ 研究の対象を話者の ｢語り｣ そのもの
により限定してゆこうとするものである (桜井, 2002；Holstein and Gubrium, 2004；桜井／小林,
2005)｡ 桜井厚は ｢方法論的に､ ライフストーリーをライフヒストリーから分かつ点は､ 後者が対象者
の現実のみを描いて調査者を見えない 『神の目』 の位置におくのに対して､ 調査者の存在を語り手とお
なじ位置におくということである｣ (桜井, 2002：61) としている｡
心理学の研究は､ ライフヒストリーを構成することよりも､ むしろ語りそのものを捉えようとするラ
イフストリーのほうが親和性が高いといえよう (能智, 2006；山口, 2004；やまだ, 2000, 2007)｡
それに対して社会学研究においては､ 研究者の介入行為へのこだわりも依然として残り､ ライフヒス
トリーとライフストーリーのアプローチは並存している｡ ダニエル・ベルトーは､ ｢ライフストーリー
が (客観的にそして主観的に) ほんとうに生きられたヒストリーに迫る描写を構成する｣ (Bertaux,
2003：31) と､ その連続性を主張する｡ それに対して山田富秋は､ 社会構築主義の立場から ｢なぜ､ ラ
イフ・ヒストリーではなくライフストーリーなのか｡ それは､ それが語られた相互行為の文脈に依存す
ると考えるからである｣ (山田, 2005：３) として､ 徹底して実際の語りから離れないことを主張する｡
またやまだは､ 前出の桜井について､ 長年のライフヒストリー研究からライフストーリー研究へと ｢方
法的転回｣ をしたのだと指摘している (秋田／恒吉／佐藤, 2005：197)｡




①ある人物の生涯を聞きとり等をつうじて理解しようとするには､ まず個人の ｢語り｣ を得る必





















自分をひとつの軸にすえて同時代の歴史をも書いてみたかった｣ (色川, 2000：５) とあるように､ ラ
イフヒストリーの方法論に近い｡ また同時に ｢これまでの歴史書のように､ その時代の構造さえ描けば
科学的であり､ 客観的になるという方法はとらなかった｣ (色川, 1975：４) という表現からは､ 他の
質的研究と共通する指向をも読みとることができる｡ 社会学者の小林多寿子 (1997) は､ ケン・プラマー
の ｢ストーリーの社会学｣ という視点を援用しながら､ ｢人生の物語｣ としての自分史が生まれてくる
社会的コンテクストに注目している｡
自分史が自伝と異なるのは､ 偉大な業績や特別な経験をした人にかぎらず､ 誰でもが書くことができ
るという点である｡ 近年の自分史ブームとでも呼べそうな状況は､ それを証明しているといえよう｡ と




が自らの歴史を綴った経緯がある｡ また､ ｢拙速を尊ぶ｣ として､ 下手に速く書くこと､ すなわち自分
の言葉で思うとおりに書くことを推奨した橋本義男の ｢ふだん記｣ 運動も､ 方法的自覚とともに各地に




(横山, 1987：２) として､ ｢成人の学習としての自分史｣ という理解を社会教育研究の中に明確に位置
づけた｡
アメリカ合衆国でも､ ロバート・アトキンソンのように ｢自分史的エッセイ｣ と ｢インタビュー｣ を
大学院の授業における課題として取り組んでいる事例があり､ 自分史的な方法が普遍性を持つものであ
ることがうかがえる｡ とくに興味深いのは､ 人生のストーリーの解釈枠組みとして神話を援用している
点である｡ ｢私たちが他の人々､ 彼らの経験､ 考え方に開放的になればなるほど､ 私たちの間にある違
いは､ せいぜい皮膚の皮の厚さ程度の薄いものであり､ その下の私たちは考えている以上に似ていると
いうのが本当の私たちの姿である｣ (Atkinson, 2006：167) という指摘は､ 自分史とも通底するもの
であろう｡
話者あるいは情報提供者として語るだけでは､ ライフヒストリーでもライフストーリーでも研究の客
体にすぎないことでは同様であった｡ しかし､ 自ら書くという行為をつうじて､ 書き手 (≒話者) は主
体としての地位を獲得するのである｡ 色川は ｢独白や口承を文字化することによって､ 人は自分を相対
化し､ 自分以外の人生を生きる他者や世界を発見し､ 人たることの深遠な意味に到達する｡ 同時にそれ
は自分の経験を理論化し､ 精神的な共有財産にも変えさせる｣ (色川, 1975：375) という｡ ユネスコの
｢学習権宣言｣ (1985) の中でも､ ｢学習権とは (中略) 自分自身の世界を読みとり､ 歴史を書く権利で










































こんにちでは､ ホームページやブログ､ 電子メールや SNS (ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス) などのインターネット上の記録も､ パーソナル・ドキュメントとして大きな部分を占めることに


















ここで､ 教師という仕事の特徴について､ ①同時性､ ②定型性､ ③言語中心性､ ④相互性､ ⑤記録性
という５つの特徴を指摘しておきたい｡ もちろん､ これらの特徴は教師という仕事にのみ当てはまると
いうことではなく､ 教師にも該当するという事柄である｡ しかし､ こうして列挙してみることで､ 次節
における研究方法の適用可能性の検討が容易になると思われる｡

















そして第五に､ 記録性として､ 仕事の様々な記録が残ること､ もっといえば残りやすいことを指摘し
たい｡ テストや成績などの評価の結果のみならず､ 子どもたちの感想やプリント､ ワークシートや作品
など､ 日々の授業の足跡が膨大な資料として生成してゆく｡ また､ このような副産物としての記録にと
どまらず､ 授業実践記録のように教師によって意識的に記録を作成するという伝統もある｡
第２節 研究方法の適用可能性




はじめに､ 教師のライフコース研究をみてみよう｡ 稲垣忠彦ら (1988) は､ 1931年 (昭和６年) に長
野県師範学校を卒業して､ 同県で教職にあった教師のライフコース研究をおこなった｡ これは前節で指
摘した同時性を分析の軸にすえたものであるといえよう｡ ｢本研究の対象とするコーホートは､ 教育の
政策に大きな変化のある昭和の戦中期､ 戦後期の双方を､ 教師として体験しているが､ そこにも､ その
変化によってもたらされる相違と､ 一貫する共通性をみることができる｣ (稲垣／寺崎／松平, 1988：
13) とあるように､ 同年代の教師に対する歴史の刻印を読みとろうとする姿勢がうかがえる｡ いっぽう
山崎準二 (2002) は年齢も性別も異なる1,400名におよぶ小・中学校教師を対象として ｢教師として歩
んできた軌跡｣ (山崎, 2002：10) を考察している｡ 山崎は､ 教師のライフコースの複合的性格として､
変容性､ 多様性､ 歴史性を挙げているが､ これらはその仕事の基盤となっている定型性のうえに展開さ
れるものであるともいえよう｡ また 『教師という仕事・生き方』 (2005) という編著では､ 20人の教師
のライフコースを紹介し､ 教員志望者への入門と中堅教師のふり返りの促しをおこなっている｡
つぎに､ 教師のライフヒストリー研究はどうであろうか｡ アイヴァー・グッドソンは､ 『教師のライフ
ヒストリー』 (2001) と 『ライフヒストリーの教育学』 (パット・サイクスと共著, 2006) によって､ 教
師のライフストーリーを､ ライフヒストリーへと構築する技法について論じている｡ とくに興味深いの
は､ 教師の声もまた教育学研究における対象者自身の声として位置づけられるべきだとする見解である｡
つまり､ 相互性という事態を､ 教師と児童・生徒のあいだに認めるのみならず､ 研究者と教師との間に
も確立させようということなのだ｡ それは従来の教師研究において､ 教師の授業のみを中心的な分析対
象としてきたことへの反省から､ 教師の生活全体を理解しようとする方向への転換を示すものである｡
また､ 教師の自伝および伝記研究ということも考えてみたい｡ グッドソンは､ サイクスとの共著の
｢日本語版への序文｣ で､ ｢日本は教師のライフヒストリー研究において際立った国である｡ 数多くの日
本の教師たちが自らのライフヒストリーや自伝を記し､ 書物として出版しているのだが､ このことは私























心に聞かなければならない｡ それは､ 直近の行為に対して即時的におこなわれるだけでなく､ より長い
時間を隔てて検証するようなことも含まれるであろう｡ 何年も前の授業や学校生活をふり返って､ もと





ここにこの研究と教員養成との接点がある｡ すなわち､ 教職課程の授業の一環として､ 学生による教員
の生涯の聞きとりをおこなうことには､ 大きな意義があるということである｡ ライフストーリーの聞き
とりについて学んだ学生にとって､ つぶさに話をしてくれる教師は､ 唯一のロールモデルではないにせ











ということを､ 少しでも理論的に説得力をもたせて伝えたいと思ってきた｡ 筆者自身も､ 当面は教師た
ちのライフストーリーの聞きとりを重ねてゆきたいと考えている｡
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